させて 見せる ぞ。， - 

とお 

それから は 蜘蛛 は、 もう 一生 けん 命で あちこちに 十 

も 網 を かけたり、 夜 も 見 はり をしたり しました。 とこ 

ふはい しょくもつ 

ろが 困った こと は 腐敗した のです。 食物が ずんずん 

たまって、 腐敗した のです。 そして 蜘蛛の 夫婦と 子供 

に それが うつりました。 そこで 四 人 は 足の さきから だ 

くさ 

ん だん 腐れて べとべと になり、 ある 日とうと う 雨に 流 

れて しまいました。 

それ は 蜘蛛 暦 三千 八 百年の 五月の 事です。 

二、 銀色の なめくじ 



ぃリ くち なら 

丁度 蜘蛛が 林の 入口の 櫓の 木に、 二 銭 銅貨の 位の 網 

を かけた 頃、 銀色の なめくじの 立派な おうちへ かたつ 

むりが やって 参りました。 

その 頃 なめくじ は 林の 中で は 一 番 親切 だとい う 評判 

でした。 かたつむ リは 

わ.. こ ン 

「なめくじさん。 今度 は 私 もす つかり 困って しまい 

ましたよ。 まるで 食べる もの はなし、 水 はなし、 す こ 

しばかり お前さんの ためて ある ふきの つゆ を 呉れ ませ 

ん かご と 云いました。 

すると なめくじが 云いました。 



「あげます とも あげます とも。 さあ、 おあがり なさ 

いご 

「ああ ありがとう ございます。 助かります ご と 云い 

ながら かた つむり はふき の つゆ を どくどくの みました 

「もっとお あがりなさい。 あなたと 私 と は 云わば 兄 

弟。 ハツ ハハ。 さあ、 さあ、 も 少しお あがりな さいご 

となめ くじが 云いました。 

「そんなら も 少しいた だきます。 ああ ありがとう ござ 

います ごと 云いながら かたつむ リ はも 少しの みました _ 

「かたつむりさん。 気分が よくな つたら 一 つ 相撲 をと 

りましょう か。 ハツ ハハ。 久しぶりで すご となめ く 



じが 云いました。 

「おなかが すいて 力が ありま せんご とかたつ むりが 

云いました。 

「そんなら たべ 物 を あげましょう。 さあ、 おあがりな 

さいご となめ くじ は あざみの 芽 やなん か 出しました。 

「ありがとう ございます。 それで はいた だきます ご 

と い いながら かたつむり は それ を 喰べ ました。 

「さあ、 すもう をと りましょう。 ハツ ハハ ごとな めく 

じがもう 立ち あがりました。 かたつむり も 仕方なく、 

I 私 はどう も 弱い のです から 強く 投げないで 下さ 

いご と 云いながら 立ち あがりました。 



塩が まかれました。 

なめくじが 云いました。 

わたくし 

「かえるさん。 こんど はきつ と 私 なんか まけます ね 

あなた は 強いんだ もの。 ハツ ハハ。 よつ しょ。 そら。 

ハツ ハハご 蛙 は ひどく 投げつ けられました。 

そして 手足 を ひろげて 青 じろ い 腹 を 空に 向けて 死ん 

だよう になって しまいました。 銀色の なめくじ は、 す 

ぐ ぺロリ とやろうと、 そっちへ 進みました がどうした 

のか 足が うごきません。 見る ともう 足が 半分と けて い 

ま ^9 

ちくしょう 

「あ、 やられた。 塩 だ。 畜生 ご となめ くじが 云い ま 



した。 

蛙 は それ を 聞く と、 むつく リ 起き あがって あぐら を 

かいて、 かばんの ような 大きな 口 を 一 ぱいに あけて 笑 

いました。 そして なめくじに おじぎ をして 云いました _ 

「いや、 さよなら。 なめくじさん。 とんだ ことにな り 

ましたね ご 

なめくじが 泣きそう にな つ て、 

「蛙さん。 さよ …… ご と 云った ときもう 舌が とけ ま 

した。 雨蛙 は ひどく 笑いながら 

「さよならと 云いたかった のでしょう。 本当に さよな 

ほそみち わたし 

ら さよなら。 暗い 細路を 通って 向う へ 行ったら 私の 



狸 も そら 涙 を ボロボ 口- /ぼして 

「なまね こ、 なまね こ、 私 のよう な あさまし いもの 

でも 助かりますなら 手で も 足で もさし あげます る。 あ 

ああり がたい 山猫 さま。 みんなお ぼしめ しの まま ご 

と 云いながら 兎の 手 をむ にやむ にや 食べました。 

鬼 はます ます よろこんで、 

「ああ ありがた や、 山猫 さま。 私 のよ うないく じな 

いもので も 助かりますなら 手の 一 一本 やそこら はいと い 

ませぬ。 なまね こ、 なまね こご 

狸 はもうな みだで 身体 も ふやけ そうに 泣いた ふり を 

しました。 



底本： 「新 編 風の 又 三郎」 新潮 文庫、 新潮 社 

1989 (平成 元) 年 2 月お 日 発行 

2001 (平成 U) 年 4 月お 日 M 刷 

底本の 親 本： 「新修 宫沢賢 治 全集」 筑摩 書房 

入力 ： 久保格 

校正： 林 幸 雄 

2 o o 3 年 8 月 8 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



